
























 

 

 

 

 

 

 

 

・歴史伝統文化の薫るまち部会・県大・高津公民館でのコラボ企画、夏休みの子ども

の居場所づくり[動画をつくろう]を実施。２回の連載企画で、学校で使用している

タブレットを活用し、写真の撮り方、編集の仕方を県大の西嶋先生と大学生に教え

てもらった。そのノウハウを活かし講座に参加した子ども達が９月１日に流鏑馬

の取材と撮影した。 

 

 

 

 

 

 

・昨年度デジタルアーカイブした高津地区の郷土芸能「高津餅つき音頭」を後世に伝

え残すため、地区内の保育園の年長児を対象に「高津餅つき音頭に親しむ会」を開

催。園児が約５０名集まった。松葉会から掛け声を教わり、本番では皆で声を出し

参加した。地域の方や他団体からの協力もいただけたことで実施することが出来た。 

 

 

 

 

 

 

・高津公民館、連理松センターとコラボし、連理松センターで小学生を対象とした高

津蝋座石臼の歴史についてのお話と、石臼にちなんだロウソク作り（キャンドル）

を実施した。翔陽高校生も参加し、小学生と一緒に活動した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まちづくり活動特別補助金を活用し、柿本人麿の終焉伝承を継承する事業に取り

組む。（６５０年余年間人麿の御神像が祀られていた松崎の郷に、そのことを表す
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た。地域住民の皆様は開催を心待ちにしておられ毎回喜んで頂いています。「地域お

助け隊」事業は、受注件数、収入金額共に前年度を少し下回っています。継続的に依

頼される方が増えており、信頼して頂いていることが実感できます。また、作業に従

事してくださるメンバーにとってもアルバイト収入となり、生き甲斐づくりにも貢献

しています。今後も草刈、伐採作業等の依頼は高齢化と共に増加していくものと思わ

れます。「史跡遺跡整備」事業は旧山陰道の保存を主目的に、併せて丸山公園の草刈作

業を地区の皆さんに参加して頂いて行っており、当地区の恒例行事となっています。

「環境整備」事業は遠田川、嶽川の草刈と海洋漂着物の回収を行っています。最近は

海水面の上昇の為か河川の水位も上がり河川内の草刈作業の必要がなくなってきて

います。「パンカフェ運営」事業は平成３０年４月１日開業以来６年目となりました。

途中、横浜からＩターンされた来須さんが「駅パンくるくる」として引き続きパンカ

フェを営業され二年経過しようとしています。店舗販売のみならず市内全域へ当協議

会のスタッフが定期的に移動販売の支援をしております。店のない地域では訪問を大

変喜ばれ支持されています。 

「地域内買物支援」事業は毎月第二、第四水曜日の二回の実施ですが、移動手段を持

たない高齢者などの外出の機会づくりと皆さんと語り合える場となっています。 

 また、公民館事業とタイアップして１２月２３日（土）から令和６年１月８日（月）

間の安田公民館でのイルミネーション点灯イベントにも準備段階から参加協力しま

した。 

 

4. 残された課題と今後の提案 

後継者の育成は依然として重要な課題です。平成２９年４月に任意団体としての自

治組織安田地域づくり協議会を立ち上げて６年、平成３０年５月に一般社団法人安田

地域づくり協議会を設立して５年経過しようとしています。スタッフはそれぞれ歳取

っていきますので、いつまでこの状態を続けていけるのか心配です。「地域お助け隊」

の作業自体は、可能な限りエンジンから電動へと道具類も新しく揃えてきており充実

してきたので、効率的に速くこなせる様になってきています。スタッフは６０歳代以

上が多いので若い人の加入が望まれます。「パンカフェ」の営業は新しいスタッフに

代わり令和４年２月より営業を再開しています。以前より更に魅力的で充実した商品

展開で、地域の皆さんに喜んで戴ける店づくりを目指します。地元の名物パン屋さん

となるように支援していきます。    

        

5. 地域魅力化応援隊員の活動を振り返って 

 地域魅力化応援隊員として地域自治組織の支援をして九年が経過しようとしてい

ます。地域自治組織の収益事業は「地域お助け隊」事業と「パンカフェ運営」事業が

あります。「地域お助け隊」事業では、作業従事者の高齢化や熱中症対策もあり夏場の

作業は原則的に半日とするよう心がけています。皆さんの日ごろからの心がけのお陰

で故障者もなく、事故も無く一年を過ごすことが出来ました。メンバーが足りない時

には作業を手伝います。「パンカフェ運営」事業では、パンのメニューチラシ、注文

票、ラベルシールなどの印刷物作成、毎日の売り上げ状況記録、注文商品の配達など

支援をしています。地域の皆さんがより安心して暮らしていけるよう、もう一年間地

域の皆さんと一緒に頑張りたいと思います。 



 

 

鎌手地区 

 

地域魅力化応援隊員 氏名 佐々木 浩臣 

令和５年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。 

1. 配置部署 

鎌手地区 

 

2. 配置年月 

令和４年７月から 

 

3. 活動の概要 

①活動の内容 

・役員会の実施 

・地域づくり交流会（6/3 豊川）参加 

・各部会会合出席 

・かまて地域づくり協議会だより No15～17 発行 

・生活支援体制整備事業研修会（1/11・2/15）参加 

【思いやり部会】 

・「お助け隊」草刈り事業・唐音水仙公園駐車場誘導の継続実施 

 鎌手保育所、鎌手小学校、鎌手公民館の草刈りボランティアの実施 

・「移動困難者の支援を考える会」買い物支援バスの運行（2回/月）午前、午後の 

 2 便化を実施 

【ひとづくり部会】 

・U-15 カマテミーティングの実施 

・かまてキャンプの実施 

・公民館にこにこマーケット参加 

【魅力づくり部会】 

・「coffee work shop」の継続実施 

ａ.他地区でのコーヒー提供（こびらマーケット、北仙道きんさい市他） 

ｂ.かまカフェの実施、鎌手 6地区にて開催 

ⅽ.コーヒー以外の提供が出来ないか試作を実施 

・「まちづくり特別補助事業」の継続 

ａ.ＳＵＰ体験を土田・大谷で 6月から 10 月までの計画で実施 

ｂ.釣り体験の実施 

  ・ユタラボ主催の「豊かな暮らしについて考える 2 日間」と、「大正大学生の実

習の受け入れ」を 2回実施 

  ・鎌手魅力マップの作成の継続 

  【部会合同の事業】 

  ・鎌手小学校、公民館の草刈りボランティア 

  ・親子活動 SUP 体験 

  ・モルック体験 

 



 

 

②活動の成果及び効果 

  【思いやり部会】 

  ・「お助け隊」による草刈り等の活動は年を重ねるごとに依頼件数が増加し令和 5

年度は 120 件を超えるまでになり、鎌手地区の人達に完全に浸透してきたと言

えるでしょう。草刈だけでなく剪定、墓掃除、溝掃除、球根の植え替え等多様

な依頼を受けています。 

  ・「移動困難者の支援を考える会」では昨年度末から試験運用を始めた午前の便

の定期運行を始めて、1 日 2 便化を実施。午前と午後のルートは地域を変えた

コースとなっており、鎌手地区全域を網羅できるようになった。コロナの 5類

移行により乗車定員が 20 名に緩和された事で、利用希望する人の増加にも対

応出来る様になった。 

    〔お助け隊草刈の様子〕         〔移動支援バスの様子〕 

 

【ひとづくり部会】 

  ・本年度は U-15 カマテミーティングを通じて中学生のやりたいを実現する活動

に力を入れてきた結果「かまてキャンプ」を実行でき、中学生が自分達で考え

出来たことで自信を持つことにつながったと思う。又キャンプに参加した小学

生が中学校に上がった時に自分達もこんな事がやりたいと思う事が出来た活

動だった。 

  ・鎌手公民館で年 4回実施されているにこにこマーケットに今年度も参加し自分

達で収穫して作ったウメジュースの販売を実施。地域の人達と触れ合った。 

 〔かまてキャンプ、流しソーメン台作り〕   〔にこにこマーケット参加〕 

 

 

 

 



 

 

  【魅力づくり部会】 

  ・「coffee work shop」では、昨年実施した「かまカフェ」を継続して実施、また

実施して欲しいとの意見が多く寄せられ地域の交流の場としての必要性を感

じた。昨年は地域の方をお客様として迎えていたが今年は自分でカップに注い

だりして、部会のメンバーも地域の人の中に入って話をする様になり交流を深

める事が出来た。 

   又、今年は空港促進の一環で体験コンテンツ事業の補助金に申請し、承認され

備品の充実を図ることが出来き、今後体験希望者に対して事業を展開していく

事となった。 

  ・SUP 体験は一般向けと地域の子ども向けと実施。一般向けにおいては天候や希

望者が無く開催を中止する回もありましたが参加された方は鎌手の海に感激

したと喜ばれていました。 

     〔かまカフェ in 木部〕         〔子ども会 SUP 体験〕 

 

【部会合同企画】 

  ・今年は部会の垣根を超えた活動も増えて来ました。ひとづくり部会と魅力づく

り部会合同で親子ふれあい SUP 体験会、モルックの体験会を実施。思いやり部

会と魅力づくり部会でボランティア草刈を実施など今後も 

      〔親子体験活動〕           〔モルック体験〕 

 

4. 残された課題と今後の提案 

今年度は 5月にコロナが 5類への引き下げにより、コロナ禍以前の状況に戻りつ

つある中、会のメンバーも私生活での行事が増えていき自治組織の事業にメンバ

ーが揃わずやむなく中止や参加取りやめの時もありました。今後ますますメンバ

ーのプライベートの活動が増える中どのように会の活動を維持していくか考える

時期に来ていると思う。又思いやり部会「お助け隊」の活動は会の収入源ではあ



 

 

るが、平日に活動するメンバーは高齢であり依頼件数の増加や今夏の暑さを考え

ると厳しい面がある、その為自走式の草刈り機の購入を検討中であり、早ければ

今年度中に導入する予定である。ひとづくり部会は活動としては活発に行ってい

るが、メンバー的に一部の人に負担が偏っている。今後部会のくくりに拘らず他

の部会に応援を頼むようにして人員の確保をしていく事が必要と思う。 

 

5. 地域魅力化応援隊員の活動を振り返って 

   昨年は年度の途中で応援隊員として赴任し、訳も分からないまま活動してき

ました。今年はかまて地域づくり協議会の体制も変わり会長以下若返りを図る

ことが出来ましたが、各部会の部会長が新任になったため事務局としてより責

任が重くなりました。何とかフォロー出来、無事に 1年が終わる事が出来まし

た。次年度は今年度の課題を一つでもクリアしてより良い自治組織の活動の一

助になるよう努めます。 



  

 

種地区 

地域魅力化応援隊員 氏名 有田 学 

令和５年度における地域魅力化応援隊員業務について、次のとおり報告します。 

1. 配置部署 

益田市種地区 

 

2. 配置年月 

令和 3年 4月 12 日より配置 

 

3. 活動の概要 

①活動の内容 

 地域自治組織「種むらづくり推進協議会」 

🖋 高齢者・子ども支援部会 

    三年目に入る「通所型サービス B事業」（住民による支援）と 

    同じく、「訪問型サービス D事業」も三年目に入った。 

    毎月毎週水曜日 高齢者サロンを開催（開催多数なのでメニューは省略） 

    5 月 第一回役員会と支援部会会議 

7 月 雪舟の郷記念館へバス遠足 

7 月 益田市自治組織連携事業を実現 

    9 月 梨狩り・ぶどう狩り遠足 

10 月 アクアス遠足 

    2 月 4 部会合同役員会 

  🖋 災害対策部会 

    6 月 第一回役員会「梅雨シーズンにおける防災への徹底」 

    8 月 第二回役員会「台風シーズンにおける防災への徹底」 

    12 月 第三回役員会「大雪シーズンにおける防災への徹底」 

  🖋 定住対策部会 

    6 月 第一回役員会 

    8 月 空き家視察 

    10 月 第二回役員会 

    2 月 第三回役員会・4部会合同役員会 

  🖋 農業振興部会 

    5 月 第一回役員会 

    8 月 第二回役員会 

    12 月 部会長・応援隊員協議 

    2 月 第三回役員会・4部会合同役員会 

  🖋 役員会 

    5 月 第一回役員会 

    9 月 第二回役員会 

    12 月 第三回役員会 

    2 月 第四回役員会 

 

 

 

 




































































